
 

この写真
しゃしん

はアオバズクといって、フクロウ
ふ く ろ う

の

一種
いっしゅ

です。「ホーホー ホーホー」と鳴
な

きます。

きっと皆さん
み な さ ん

も一度
い ち ど

は聞
き

いたことがあると思
おも

い

ますよ。このアオバズクは、夏
なつ

の夜
よる

、木々
き ぎ

の茂
しげ

みの中
なか

で鳴
な

き，青葉
あ お ば

のころにやってきて子
こ

育
そだ

て

をします。そして秋
あき

が深
ふか

まると，東南
とうなん

アジアに

帰
かえ

っていきます。大
おお

きな木
き

の桐
きり

に巣
す

を作
つく

るので、林
はやし

や森
もり

があ

れば、そこで見
み

ることができます。ガやセミをつかまえて食
た

べるようです。 

このアオバズク、絶滅
ぜつめつ

の心配
しんぱい

をされています。絶滅
ぜつめつ

とは、

一匹
いっぴき

もいなくなってしまうことです。今
いま

、全国
ぜんこく

でどんどん減
へ

っているということです。理由
り ゆ う

は、森
もり

が減
へ

っているからです。

森
もり

が、ビルなどの建物
たてもの

にどんどん変
か

わっていってしまい、巣
す

を作
つく

れず、住
す

みにくくなっているそうです。 

アオバズクが減
へ

ると、喜
よろこ

ぶのは、ガです。森
もり

が少
すく

ない場所
ば し ょ

では、ガ
が

が増
ふ

えてきます。アオバズクが少
すく

ないからです。 

このように、自然
し ぜ ん

が減
へ

ってくると、生
い

き物
もの

の数
かず

もどんどん

変
か

わっていくのです。            村越 新 
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